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授業回 概  要 3 部構成 執筆 ピア 
第 1 回 レポートを書く目的と効果を理解する    
第 2 回 レポートの特徴をつかむ 〇   
第 3 回 レポートを書いてみる① 〇 〇  
第 4 回 レポートをチェックし合う 
―ピア・レスポンス― 
〇 〇 〇 
第 5 回 レポートを書いてみる② 〇 〇  
第 6 回 資料を読む必要性について考える    
第 7 回 資料を読む力をつける  
①キーワードを見つける  
②論理関係をつかむ 
   
第 8 回 資料を読む力をつける  
③論理関係を構造化する 
   
第 9 回 資料をまとめる力をつける   〇 
第 10 回 資料からテーマに関する情報を得る 〇   
第 11 回 問いを立て、主張を決める 〇 〇  
第 12 回 アウトラインを決め、根拠をそろえる 〇 〇 〇 
第 13 回 資料を引用する（根拠を示す） 〇 〇  
第 14 回 レポートを書く・推敲する 〇 〇  
第 15 回 清書して、提出する 〇 〇  




2016 年・2017 年・2018 年のアンケート結果を（表 2）～（表 11）に示す。これらから特徴的
な 3 点を挙げていく。 
１．3年連続した全体的な傾向 
 まず、3 年連続して見られた全体的な傾向を 2 つ挙げる。 
一つ目は、（表 2）に示したような「文章を書くこと」に対する抵抗感の低減である。ただし、
「文章を読むこと」に対する抵抗感は受講前後であまり変化は見られなかった（表 3）。 
















読み返せばよいかわかる」の 3 項目が該当した。 





く自分の気持ちを文章に表現する」の 2 項目が該当した。 
３．「ピア・レスポンス」にかかわる項目 
 次に 2016 年と 2017 年のアンケート結果から、ピア・レスポンスについて 2 年連続して現れた
著しいポイント上昇項目を抽出する（表 9～11）と、「意見開示抵抗感」にかかわる項目である「自

















  Ⅱ―２で示した上昇の大きい項目からは、受講学生の A.推敲能力への自信、B.文章全体を俯
瞰する能力への自信、C.文章構成上必要な内容の理解、D.読み手存在の意識、の 4 点の向上が指
摘できる。 






 そして A と D は、Ⅰ―１目標③における「主体性」「多様性」にかかわる。 













































 2016 年(n=213)8）） 2017 年(n=172) 2018 年(n=150) 
受講前 受講後 差 受講前 受講後 差 受講前 受講後 差 
エッセ
イ 






小説 2.268 2.549 0.281** 1.8546 2.1686 0.314** 1.900 2.320 0.42** 
資料※1 2.108 2.404 0.296** 1.9011 2.1860 0.2849** 1.993 2.273 0.28** 
レポー
ト※2 
1.967 2.305 0.338** 2.0290 2.5232 0.4942** 2.147 2.520 0.373** 
各ジャンルの文章についてそれぞれ、「書くことに抵抗があるか」を「1. 非常にある 2. 少しある 3. あまりな
い 4. 全くない」の 4 件法で聞いた。 






2016 年(n=213) 2017 年(n=172) 2018 年(n=150) 





















資料※1 2.761 2.789 
有意差
なし 
2.541 2.7383 0.198* 2.640 2.793 0.153* 
レポー
ト※2 






各ジャンルの文章についてそれぞれ、「読むことに抵抗があるか」を「1. 非常にある 2. 少しある 3. あまりな
い 4. 全くない」の 4 件法で聞いた。 








できる得点―アイディアにかかわる項目（**＝対応のある t 検定において 1％有意、*＝5％有意） 
 
2016 年(n=213) 2017 年(n=172) 2018 年(n=150) 
受講前 受講後 差 受講前 受講後 差 受講前 受講後 差 
次から次へと書く
ことを思いつく 
3.967 4.254 0.287** 3.279 4.023 0.744** 3.360 3.633 0.273* 
文章の書き出しを
すぐに思いつく 
















3.577 4.089 0.512** 3.193 3.865 0.672** 3.413 3.853 0.44** 
できる得点―アイ
ディア全体 
22.50 25.55 3.043** 19.41 23.23 3.762** 19.77 22.1** 2.367 
「文章を書く際、あなたは以下のようなことはわかる、できる、得意である、と言えますか？」とし、「1. 非常に
苦手である 2. かなり苦手である 3. 少し苦手である 4. どちらともいえない 5. 少し得意である 6. かな












できる得点―推敲にかかわる項目（**＝対応のある t 検定において 1％有意、*＝5％有意） 
  
2016 年(n=213) 2017 年(n=172) 2018 年(n=150) 



























3.736 4.33 0.594** 3.203 3.948 0.745** 3.313 3.967 0.654** 
できる得点―推敲
全体 
22.502 26.005 3.503** 20.4825 24.2906 3.808** 20.86 24.213 3.353** 
「文章を書く際、あなたは以下のようなことはわかる、できる、得意である、と言えますか？」とし、「1. 非常に
苦手である 2. かなり苦手である 3. 少し苦手である 4. どちらともいえない 5. 少し得意である 6. かな
り得意である 7. 非常に得意である」の 7 件法で選択させた。 
 
 




心がけ得点―全体構成にかかわる項目（**＝対応のある t 検定において 1％有意、*＝5％有意） 
 
2016 年(n=213) 2017 年(n=172) 2018 年(n=150) 















4.915 5.488 0.573** 4.657 4.988 
有意差
なし 










4.269 5.208 0.939** 3.913 4.866 0.953** 4.293 4.993 0.7** 
心がけ得点
―全体構成 
23.239 26.742 3.503** 21.442 24.523 3.081** 23.200 25.793 2.593 
「文章を書く際、あなたは以下のようなことを実行しようと心がけていますか？」とし、「1. まったくあてはまら
ない 2. かなりあてはまらない 3. あまりあてはまらない 4. どちらともいえない 5. 少しあてはまる 6. 










心がけ得点―表現選択にかかわる項目（**＝対応のある t 検定において 1％有意、*＝5％有意） 
 
2016 年(n=213) 2017 年(n=172) 2018 年(n=150) 
受講前 受講後 差 受講前 受講後 差 受講前 受講後 差 
誤字・脱字を見つ
ける 

























4.446 5.155 0.709** 3.913 4.820 0.907** 4.300 4.780 0.48** 
読み手の視点で文
章を読み返す 




4.394 4.934 0.54** 3.977 4.622 0.645** 4.353 4.660 0.307* 
心がけ得点―表現
選択 
35.507 40.864 5.357** 32.512 38.163 5.651** 35.087 38.107 3.02** 
「文章を書く際、あなたは以下のようなことを実行しようと心がけていますか？」とし、「1. まったくあてはまら
ない 2. かなりあてはまらない 3. あまりあてはまらない 4. どちらともいえない 5. 少しあてはまる 6. 
かなりあてはまる 7. 非常にあてはまる」の 7 件法で選択させた。 




心がけ得点―読み手意識にかかわる項目（**＝対応のある t 検定において 1％有意、*＝5％有意） 
 
2016 年 2017 年 2018 年 





























4.451 5.080 0.629** 4.099 4.663 0.564** 4.107 4.707 0.6** 
心がけ得点―
読み手意識 
27.385 30.854 3.469** 24.669 27.645 2.977** 25.720 27.793 2.073** 
「文章を書く際、あなたは以下のようなことを実行しようと心がけていますか？」とし、「1. まったくあてはまら
ない 2. かなりあてはまらない 3. あまりあてはまらない 4. どちらともいえない 5. 少しあてはまる 6. 











（**＝対応のある t 検定において 1％有意、*＝5％有意） 
 
2017 年 2018 年 
受講前 受講後 差 受講前 受講後 差 
「ピア」で話し合うのは楽し
そうだ 
2.8284 3.5562 0.7278** 3.193 3.527 0.334** 
「ピア」でいろいろな人に出
会えるのが嬉しい 






























3.3953 3.9534 0.5581** 3.413 3.773 0.36** 
ピア親和性 24.0058 27.9651 3.9593** 25.113 26.693 1.58** 
「『ピア』での学びについて、次の項目についてあてはまるものを一つ選んでください。」とし、「1. まったくあて














2017 年 2018 年 
受講前 受講後 差 受講前 受講後 差 
自分の考えを話すことが苦
手である 




3.9476 3.4651 -0.4825** 3.727 3.333 -0.394** 
☆反対意見は、はっきりと
述べるようにしている 
2.9239 3.3742 0.4503** 2.780 3.407 0.627** 
自分の文章を人に見られる
のは恥ずかしい 
4.1228 3.2339 -0.8889** 3.827 3.113 -0.714** 
意見開示抵抗感 14.9883 13.5523 -1.436** 14.180 13.247 -0.933** 
「『ピア』での学びについて、次の項目についてあてはまるものを一つ選んでください。」とし、「1. まったくあて
はまらない 2. あまりあてはまらない 3. どちらともいえない 4. ややあてはまる 5. とてもあてはまる」の





2017 年 2018 年 
受講前 受講後 差 受講前 受講後 差 
自分の文章の間題点をメンバーに指
摘されると、不愉快になる 
2.6058 2.2294 -0.3764** 2.253 2.327 有意差なし 
自分の意見に反論されると、不愉快
になる 
















意見受入不愉快感 9.4244 8.7790 -0.6454** 8.587 9.087 有意差なし 





はまらない 2. あまりあてはまらない 3. どちらともいえない 4. ややあてはまる 5. とてもあてはまる」の






















推進センター紀要第 2 号、pp.37-48、2017 年）とは異なる理由は、既出論文ではすべてのアンケートデータを用
いたが、今回は 3 年間の比較を行うため、受講前アンケート・受講後アンケートのどちらも答えているサンプル
のみを抽出して取り扱ったことによる。そのため、分析に用いる数値も変化している。 
